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北小っ子 文責：校長 小山 慎

第２回北小っ子学びウィーク終了
１１月６日(月)から１２日(日)までの１週間、＜第２回北小っ子学びウィーク＞が行わ

れましたが、家庭でのお子さんの取組状況はどうだったでしょうか？
授業で学んだ内容をしっかりと定着させていくには、家庭学習（宿題、自主勉強）を行

っていくことが必要不可欠です。
小学生のうちに毎日必ず家庭学習（特に自主勉強）を行う習慣が定着していないと、中

学生になってからたいへん苦労することになります。
また、授業に集中して取り組んだり、家庭学 【チャレンジカード(高学年用)】

習に粘り強く取り組んだりするためには、基本
的な生活習慣がきちんと身に付いていることが
大前提になってきますので、＜北小っ子学びウ
ィーク＞で活用する『チャレンジカード』には
基本的な生活習慣に関する評価項目も数多く含
まれています。
ゲームやテレビやインターネットに夢中にな

って睡眠不足になったり、その結果として、バ
ランスの良い朝ご飯をしっかりと食べないで登
校したりするような生活に陥ってしまうと、学
力の向上にも心身の成長にも非常に悪い影響を
及ぼすことになってしまうからです。
そして、第２回目となる今回は、家庭学習へ

の取組の成果を見取るための一つの方法として、
あらかじめ『学力向上だより：輝き』において出題内容と範囲を示したうえで、それにつ
いての「学習コンテスト（漢字、計算、算数の文章問題）」を、１１月１３日(月)に実施し
ました。なお、「学習コンテスト」の事後指導と評価については、次のように行いました。

◯ 得点に応じた評価シールを付与して、児童の努力を賞賛する。
◯ 評価シールは、１００点＝金賞、９０点＝銀賞、８０点＝銅
賞とする。

◯ 再テストで８０点を超えた場合は「合格シール」を付与する。
◯ 算数の文章問題で、十分満足できる解答が得られた場合は、
「賞シール」を付与する。

自主勉強紹介コーナー
１１月の授業参観・学級懇談会に合わせて、多目的ホールに「自主勉強

紹介コーナー」を設置しました。
紹介されている自主勉強を見ると、１年生から６年生まで、宿題以外に

も色々な自主勉強を工夫しながら行っていることが分かります。
『北小 家庭学習の手引き』に示された家庭学習の時間のめやすは、「低

学年＝３０分、中学年＝４０分、高学年＝６０分」となっていますが、学
力に児童間較差があるというのは当然のことですから、宿題が早く終わっ
てしまうという児童は、自主勉強を頑張って欲しいと思います。

【６年生】 【５年生】 【４年生】 【３年生】 【２年生】 【１年生】



１１月の全校朝会 … 校長講話
今日は、勉強について話をしたいと思います。
皆さんは毎日学校に来て勉強をしていますが、学校に来ている間のほとんどの時間は、

授業やステップアップタイムや業前活動などの勉強に充てられています。例えば、６時間
目まである日の勉強時間は、１日５時間になります。また、給食指導の時間４５分と清掃
指導の時間２５分も、「指導」という名前付いているので、皆さんにとっては勉強というこ
とになりますから、それも合わせると、１日の勉強時間は全部で６時間１０分になります。
では、休み時間はどのくらいあるのでしょうか？ 休み時間の合計は、全部で１時間１

０分になります。したがって、勉強時間の合計が６時間１０分で、休み時間の合計が１時
間１０分ですから、皆さんが学校に来ている間のほとんどの時間は、勉強している時間と
いうことになるわけです。
では、何でそんなに皆さんは勉強をするのでしょうか？ それは、小学校で勉強する内

容、例えば、「漢字や書ける。計算ができる。桐生市・群馬県・日本・世界のことを知って
いる。自然界や社会の仕組が分かる。健康で安全な生活の仕方が身に付いている。音楽や
図工や体育が好きで楽しいと感じる。みんなと協力したり仲良くしたりすることを実際の
行動で表すことができる。」いうようなことはすべて、皆さんが生きていくうえで必要なこ
とばかりで、中学で勉強する内容の基になったり、得意な勉強があるとすれば、それが皆
さんが大人になった時の職業選択につながっていったりするからです。
ところで、皆さんにとって、そんなにも大切な小学校の勉強ですが、その勉強がしっか

りと身に付くようにするには毎日の授業でどんなことに気を付けたらよいのでしょうか？
５つ、紹介してみたいと思います。
１つ目は、勉強道具を忘れないことです。忘れ物をしてしまうと、みんなと同じスター

トラインからスタートすることができませんから、その時間の勉強は身に付きません。
２つ目は、集中して先生や友達の話を聞いて、大事なことを聞き漏らさないようにする

ことです。したがって、授業中におしゃべりをしたり、手悪さをしたり、ぼぉっとしたり
しているのは駄目です。
３つ目は、ノート、プリント、ドリル、ワークシートなどの文字や数字を丁寧に書くよ

うにすることです。雑な文字や数字を書いていると、間違いのもとになります。また、他
の人が見て、読めないような文字や数字には、テストでも×が付いて当然です。
４つ目は、考えなくてはならない場面では、自分の頭でしっかりと考えるようにするこ

とです。考える力は、考えることを繰り返すことで身に付いていきます。友達が考えた答
えを聞いたり写したりして覚えているだけでは、考える力は絶対に身に付いていきません。
５つ目は、進んで発表や発言をすることです。頭の中で何となく考えているのと、それ

を実際に自分の言葉でしゃっべてみるのは、全然違います。先生や友達に分かってもらえ
るように自分の言葉でしゃべることができるというのは、頭の中で考えたことが、よくま
とまっている証拠です。これは、４つ目の考える力を伸ばすことにもつながってくる、た
いへん良いトレーニングにもなります。
今、「毎日の授業で、こんなことに気を付けると、勉強がしっかりと身に付くようにな

る。」という例を５つ紹介しましたが、その中に「授業中は集中すること。ぼぉっとしてい
るのは駄目。」というのがあったかと思います。
「授業中に、ぼぉっとしてしまう」のには２つの原因があります。「授業にまったく関係
のない別のことを考えている」という場合と「ぼぉっとてしまうような体の状態になって
しまっている」という場合です。
では、どんな時に「ぼぉっとしてしまうような体の状態」になってしまうのでょうか？

一番の原因として考えられるのは、ゲームのやり過ぎやテレビの見過ぎによる「夜更かし
（寝不足）」です。家の人に起こされなくても朝の６時半頃に、自分でスッキリと起きられ
るだけの睡眠時間をとっていないと体や脳は活動を始めることができません。また、睡眠
時間が足りないと、その日に勉強したことを脳の中で十分に整理整頓することができない
ので、せっかく勉強したことが脳の中に記憶されていかないということになってしまいま
す。皆さんの脳は、皆さんが寝ている間にその日の勉強の復習をしているということです。
もう一つは、バランスの良い朝ご飯をきちんと食べてこないために、「体や脳が目を覚ま

していない」「栄養不足（エネルギー不足）で体や脳が働かない」という状態です。自動車
に例えるならば、エンジンがなかなかかからない状態、ガソリンやオイルや電気がすぐに
なくなってきて車がスピードが落ちてきている状態です。
皆さんは、１１月６日の月曜日から１１月１２日の日曜日まで、＜第２回北小子学びウ

ィーク＞にチャレンジしましたが、宿題や自主勉強だけに一生懸命取り組むのが＜学びウ
ィーク＞でないことは、皆さんもよく知っていると思います。
学校が終わり、皆さんが家に帰ってから、「早寝・早起き・朝ご飯」「持ち物「ゲーム・

テレビ」「宿題・自主勉強・読書」などに毎日しっかり取り組むことが、基本的な生活習慣
や家庭での学習習慣が身に付いていくことにつながっていき、それが学校での勉強（授業）
にも大きな影響を及ぼしていきます。
学校の授業、家に帰ってからの宿題と自主勉強、規則正しい生活習慣、この３つが全部

一緒になって、勉強したことが皆さんに身に付いていきます。ということは、どれか一つ
が欠けてしまうと、勉強は身に付かないということす。授業を頑張る。家庭学習を毎日や
る。家に帰ってからの生活をきちんとする。 毎日毎日同じことの繰り返しになりますが、
この３つを毎日毎日真面目に続けことができる人に、勉強は身に付いていきます。



表彰の記録 … おめでとうございます
◆ みんなの公共交通夏休み図画コンクール 低学年の部 金 賞 樋下田 蒼空①

◆ 桐生市父母の日作文 最優秀賞 畑澤 実玖⑤

◆ 花と緑のポスター 銅 賞 髙野 朱日羽④
銅 賞 城田 理子⑥

◆ ヤマハ エレクトーンコンクール２０１７選考会 小学校高学年部門 奨励賞 渡辺 さくら⑤

◆桐生市スポーツ少年団 低学年軟式野球交流大会 優 勝 北爪 綜太郎③

◆桐生市子ども会 親善球技大会 野球の部 準優勝 柚木 知真⑥

◆ 桐生市小学校陸上記録会 共通男子 走り高跳び 第２位 柚木 知真⑥
共通女子 ５０ｍＨ 第２位 金子 恋春⑥
共通男子 ５０ｍＨ 第３位 大久保 成良⑥
５年女子 １００ｍ 第４位 内山 芽生⑤
共通女子 ソフトボール投げ 第４位 板倉 さくら⑥
共通男子 走り幅跳び 第５位 齊藤 圭吾⑥
共通男子 ソフトボール投げ 第６位 齋藤 滉稀⑤
共通女子 走り高跳び 第６位 吉村 美咲⑥
共通女子 ４×１００ｍＲ 第６位 金子 恋春⑥

内山 芽生⑤
北爪 杏奈⑤
鈴木 爽巴⑥


